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広 

報 

月号 

〒299-2492  

南房総市富浦町青木28番地 

TEL 0470-33-1002 

FAX 0470-20-45918 5 人口の動き 
総人口 
45,533人 

世帯数 
16,888世帯 

男 
21,802人 

女 
23,731人 

（平成18年8月1日現在） 

出生 21人 死亡 46人 転入 85人 転出 81人 

第42回  南房総白浜海女まつり 第42回  南房総白浜海女まつり 第42回  南房総白浜海女まつり 
光と音のファンタジー 大空を泳ぐ！こいのぼり

7月20日（木）海女がたいまつを手に泳ぐ「大夜泳」！60人の海女が伝統の泳法を披露しました。

http://visit.city.minamiboso.chiba.jp/mobile/

南房総の
旬な観光情報

南房総
いいとこどり

（関連記事は7ページに掲載）
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災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
ま
っ
た

く
予
想
が
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
常

に
災
害
の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
生
活
を

し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
防
災
対
策
が
い

ざ
と
い
う
と
き
に
あ
な
た
と
あ
な
た
の
家

族
の
身
の
安
全
を
守
り
ま
す
。

で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
対
策
と
し

て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

災
害
時
に
は
、
家
族
全
員
が
協
力
し
合
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
家
族

で
防
災
に
つ
い
て
定
期
的
に
話
し
合
う
機

会
（
防
災
会
議
）
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

い
ざ
と
い
う
と
き
、
誰
が
何
を
す
る
の

か
を
決
め
て
お
く
。
家
族
の
中
で
、
高
齢

者
や
乳
幼
児
な
ど
が
い
る
場
合
は
、
誰
が

支
援
の
中
心
に
な
る
か
を
確
認
し
て
お
く

こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

家
具
が
転
倒
し
た
り
頭
の
上
か
ら
物
が

落
下
し
な
い
よ
う
に
Ｌ
字
型
金
具
な
ど
の

留
め
金
で
固
定
す
る
。
ま
た
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
避
難
路
を
確
保
す
る
た
め
に
、

通
路
や
出
入
り
口
に
は
で
き
る
だ
け
荷
物

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

屋
根
瓦
や
家
の
外
壁
、
家
の
ま
わ
り
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
垣
に
ひ
び
割
れ
、
ズ
レ
、

は
が
れ
な
ど
が
な
い
か
、
ア
ン
テ
ナ
は
し

っ
か
り
固
定
さ
れ
て
い
る
か
、
ベ
ラ
ン
ダ

に
置
い
て
あ
る
植
木
鉢
な
ど
が
落
下
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
見
回
り
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

非
常
持
出
品
は
、
避
難
す
る
時
に
持
ち

出
す
最
小
限
の
必
需
品
な
の
で
、
す
ぐ
に

取
り
出
せ
る
と
こ
ろ
に
保
管
し
て
置
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
非
常
備
蓄
品
は
、
災
害

復
旧
ま
で
の
数
日
間
を
自
足
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
家
族
の
人
数
分
以
外
に
も
、

家
族
構
成
に
合
わ
せ
て
必
要
な
も
の
を
最

低
で
も
３
日
分
の
量
は
用
意
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

大
地
震
や
台
風
･
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ

る
災
害
時
に
安
全
に
避
難
す
る
た
め
、
休

日
な
ど
を
利
用
し
て
、
自
宅
か
ら
避
難
場

所
ま
で
実
際
に
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
災

害
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
道
路
が
通
行
止

め
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
複
数

の
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た

時
の
連
絡
方
法
も
確
認
を
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

◎
　
各
地
区
避
難
場
所
は
、『
南
房
総
市

く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
確
認
下
さ
い
。

市
で
は
、
南
関
東
地
域
を
震
源
と
す
る

大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、

８
月
27
日
（
日
）
に
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

主
な
訓
練
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
　
訓
練
日
時

８
月
27
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

◇
　
屋
外
訓
練
会
場

・
富
山
地
区
　
平
群
運
動
場

・
白
浜
地
区
　
全
域

◇
　
訓
練
参
加
機
関

・
南
房
総
市
消
防
団

・
訓
練
地
区
住
民

・
安
房
郡
市
消
防
本
部
な
ど
関
係
機
関

◇
　
訓
練
内
容

・
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
情
報
受
伝
達

・
火
災
の
初
期
消
火
訓
練

・
訓
練
地
区
住
民
に
よ
る
避
難
訓
練

※

地
区
に
よ
り
内
容
が
異
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

昨年の防災訓練の様子（千倉地区）

南
房
総
市

防防防防
災災災災
訓訓訓訓
練練練練

8
月
27
日
（
日
）
実
施

家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
を
決
め
る

家
の
中
の
危
険
な
場
所
を
チ
ェ
ッ
ク

家
族
防
災
会
議
の
進
め
方

家
の
外
の
危
険
な
場
所
を
チ
ェ
ッ
ク

非
常
持
出
品
や
非
常
備
蓄
品
を
準
備

災
害
時
の
連
絡
方
法
や

避
難
場
所
･
避
難
経
路
な
ど
を

確
認
す
る

「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
の
た
め
に
…

9
月
1
日
は
防
災
の
日
で
す

訓
練
当
日
、
朝
８
時
30
分
に
サ
イ
レ
ン

を
市
内
全
域
に
鳴
ら
し
ま
す
の
で
火
災
と

間
違
え
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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（風水害の場合）

・大雨警報、洪水警報などが発令されたとき。

（地震の場合）

・市内での震度がおおむね４以上のとき。

・津波のおそれがあるときは、津波警報、注意報が発令されたとき。

（火災の場合）

・市内に火災が発生したとき。また、付近の公共物などの目標物

名により、お知らせしておりますが、初動体制時において付近

の目標物が特定できない場合には、やむを得ず特定できる個人

名を用い、「◯◯さん宅付近で家屋火災発生」という放送をさせ

ていただきます。

なお、旧町村の境界付近の火災や、交通規制・大規模火災への対応・市民の中には、付近に御親戚や事業

所がある場合も考えられます。また、現状の消防団員の就業状況を考慮いたしますと、旧町村以外で就業し

ている者や出動支団区域以外の夜間勤務団員もいます。第２次出動時などの各分団の応援体制をスムーズに

整えるためにも市内全域に緊急放送を流しておりますので、ご理解とご協力をお願い致します。

問い合わせ 消防防災課　TEL 33－1052

こんな時、市内全域に緊急放送をします（サイレン含む）

毎年、梅雨前線の活動、台風の襲来、大雨や集中豪雨に

より、各地で多くの風水害が発生しています。市内でも、

4月12日に発生した20年ぶりの大災害は記憶に新しいと思

います。大雨などにより発生する土砂災害は、大きな被害

を引き起こします。

これからの時期
気象情報にはご注意を

気象情報をよく聞き早めの対応を！
アンテナの支線を補強する

看板を補強する

家まわりの道具、資材、器財な
どを取り込んだり、固定する

ガラス窓の破壊防止
や雨戸を補強する

水や食糧、燃料、懐中電灯や
携帯ラジオなど手近に用意

河
川
の
水
位
を
観
察
す
る

近
所
と
協
力
し
て
対
応
す
る

危険物の漏れ出し防止

非
常
持
出
品
の

点
検

市
街
地
で
は
排
水

を
控
え
る

防
災
機
関
の
広
報
を

聞
き
の
が
さ
な
い
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１．

介
護
分
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
40
歳
以
上
65
歳
未
満
（
介
護

保
険
第
２
号
被
保
険
者
）
の
人
に
、
医

療
分
と
あ
わ
せ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
（
65
歳
以
上
の
人
は
、

高
齢
者
福
祉
課
か
ら
別
途
通
知
さ
れ
ま

す
）
。

２．

所
得
割
額
に
つ
い
て
は
、
所
得
の
あ

る
加
入
者
ご
と
に
計
算
を
し
た
合
算
額

と
な
り
ま
す
。

３．

市
民
税
の
課
税
対
象
所
得
と
内
容
が

違
い
ま
す
（
扶
養
控
除
、
社
会
保
険
料

控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
が
控
除

さ
れ
ま
せ
ん
）
。

４．
所
得
割
額
の
対
象
と
な
る
所
得
と
は
、

前
年
中
（
平
成
17
年
１
月
か
ら
12
月
ま

で
の
１
年
分
）
の
所
得
で
す
。

現
在
は
会
社
を
退
職
さ
れ
て
い
る
人

で
も
、
前
年
に
給
与
所
得
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
所
得
に
応
じ
て
所
得
割

額
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

５．

転
入
し
た
人
の
所
得
金
額
は
、
前
住

所
地
に
問
い
合
わ
せ
（
所
得
照
会
）
を

し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
所
得
金
額
が

確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
保
険
税
が
変

更
（
増
額
・
減
額
）
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

国民健康保険（国保）は、皆さんの健康を守るための大切な制度です。
構造上特定の歳入をもって特定の歳出に充てるという、国民健康保険事

業特別会計の中で運営されていることから、支出に応じて収入を確保しな
ければなりません。それは、収入が少ないからといって主な支出要因であ
る医療費を削減することができないからです。
国保に加入し被保険者になると、保険税を納める義務が生じます。納め

られた保険税は国などの補助金と合わせて、医療費をはじめ出産育児一時
金、葬祭費などの給付の費用に充てられます。
また、介護分については国からの介護納付金の割り当てに応じた額によ

り決められます。

国民健康保険制度 国民健康保険制度 国民健康保険制度 

均等割額 

加入者 

1人につき 

12,600円 

 

年間介護分 
保険税  

 
 
＝ 

平成18年度　国民健康保険税（下記の項目ごとに計算されます） 

《医療分》 
所 得 割 額  資 産 割 額  

加入者の 
前年総所得 

－ 基礎控除 当該年度 
固定資産税額 
（償却資産除く） 

× 32.66％ 

平等割額 

１世帯につき 

21,390円 

均等割額 

加入者 

1人につき 

24,080円 

 

年間医療分 
保険税  

×5.12％ 

（33万） ＋ ＋ 

《介護分》 

年
間
保
険
税
額 所 得 割 額  

加入者の 
前年総所得 

－ 基礎控除 

（40歳～65歳未満の者） 

＋ ＋ 

＋ ＋ ＋＋ ＋   
 
＝ 課税額 限度額は 

53万円 

課税額 
限度額は 
9万円 ×1.6％ 

（33万） 

保
険
税 

◆
注
意
点

 
 

＋ 

＋ 

＋ ＋  
 

保険税の決められ方 

１年間に 
必要とさ
れる医療
費など 

1年間の
国保税 

病院の窓口 
などに支払う 
一部負担金 
国などからの
補助金 



交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
減
額
制
度

の
認
定
は
、
18
年
度
の
住
民
税
に
よ
り
判

定
し
ま
す
の
で
、
入
院
し
て
い
る
人
が
い

る
場
合
に
は
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

老
人
医
療
受
給
者
お
よ
び
国
民
健
康
保

険
高
齢
受
給
者
で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
は
、
食
事
代
の
減
額
と
と
も
に
入
院

し
た
場
合
の
自
己
負
担
限
度
額
が
減
額
さ

れ
設
定
さ
れ
ま
す
。
印
鑑
を
持
参
の
上
、

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
の
交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
　
保
険
年
金
係

TEL

33
―
１
０
５
１

※
納
税
通
知
書
は
、
世
帯
主
あ
て
に
送
り

ま
す
。
国
民
健
康
保
険
で
は
、
一
人
ひ

と
り
が
被
保
険
者
で
す
が
、
加
入
は
世

帯
ご
と
に
な
り
ま
す
。

も
し
、
世
帯
主
本
人
が
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
な
ど
で
国
保
加
入
者
で
な
い
場
合
で

も
、
世
帯
主
あ
て
に
送
り
ま
す
。

保
険
税
の
納
付
を
口
座
振
替
に
す
る

と
、
指
定
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
、
翌
年
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

市
役
所
収
納
課
、
各
支
所
、
各
金
融
機

関
お
よ
び
郵
便
局
に
「
口
座
振
替
依
頼
書
」

が
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
預
貯
金

通
帳
、
届
出
印
を
持
っ
て
直
接
、
金
融
機

関
、
郵
便
局
の
窓
口
で
申
込
く
だ
さ
い
。

納
付
場
所
に
つ
い
て

市
役
所
会
計
課
・
各
支
所
・
各
金
融
機

関
お
よ
び
郵
便
局
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

減
額
の
対
象
と
な
り
ま
す

前
年
中
の
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の

場
合
、
均
等
割
額
と
平
等
割
額
が
７
割
・

５
割
ま
た
は
２
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
２
割
軽
減
に
つ
い
て
は
、
世

帯
主
の
申
請
に
よ
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

該
当
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
通
知
し
ま

国
民
健
康
保
険
制
度
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毎
年
７
月
に
、
そ
の
年
の
税
額
を
決
定

し
郵
送
す
る
「
納
税
通
知
書
」
の
中
で
保

険
税
額
や
計
算
内
訳
を
納
税
義
務
者
（
世

帯
主
）
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
世
帯
内
の
家
族
の
異
動
や
所
得

の
変
動
な
ど
で
額
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

各
納
期
ご
と
に
税
額
変
更
に
な
っ
た
「
納

税
通
知
書
」
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す

(

１
年
間
の
保
険
税
を
８
回
に
分
割
し
納

付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
１
回
に
納

付
す
る
額
は
１
カ
月
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん)

。

す
の
で
、
毎
年
６
月
20
日
ま
で
に
税
務
課

お
よ
び
各
支
所
へ
必
ず
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
軽
減
の
対
象
と
な
る
人
は
、
申
告
（
所

得
税
・
住
民
税
）
さ
れ
た
所
得
金
額
に
よ

り
決
ま
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
未
申
告
で
す
と
所
得
が
な

く
て
も
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
。

国
保
加
入
者
は
、
所
得
が
な
く
て
も
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

税
務
課
　
TEL

33
―
１
０
２
３

税
の
収
納
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

収
納
課
　
TEL

33
―
１
０
２
４

病
院
な
ど
に
入
院
す
る
と
、
診
療
費
な

ど
の
医
療
費
負
担
の
ほ
か
に
入
院
時
食
事

療
養
費
の
自
己
負
担
が
か
か
り
ま
す
が
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
の
人
は
、
食
事

代
の
自
己
負
担
額
の
減
額
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

減
額
を
受
け
る
に
は
、
病
院
な
ど
に

「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
提
示
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
国
保
被
保

険
者
の
人
は
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
市
民

課
ま
た
は
各
支
所
地
域
総
務
課
で
認
定
証

◆
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

◆
国
民
健
康
保
険
税

納
税
通
知
書

納付期限一覧表 
（１年間の保険税を８回で納めていただきます） 

期別 

１　期 

２　期 

３　期 

４　期 

納期 

 ７ 月末日 

 ８ 月末日 

 ９ 月末日 

１０月末日 

納期 

１１月末日 

１２月２５日 

 １ 月末日 

 ２ 月末日 

期別 

５　期 

６　期 

７　期 

８　期 
※納期が金融機関などの休日にあたるときは、その翌営業日となります。 
　なお、納期限に納付されない場合は、督促状を送ることとなります。その際、督促 
　手数料も納めていただくことになりますので、ご注意下さい。 

入
院
中
の
食
事
代
減
額
制
度

お
よ
び
老
人
な
ど
の

一
部
負
担
金
限
度
額
適
用
制
度

食事負担額の区分 

区　　　分 

①一般の人 

②住民税非課税の世帯に属する人 
　（③以外の人） 

③②のうち、所得が一定基準に満た
　ない７０歳以上の人など 

1食につき 

過去１年間の入院日数が９０日を越え 
ている場合（再申請が必要） 〔 〕 

260円 

100円 

210円 
（160円） 

※18年4月から１日単位から１食単位に変更されました。 
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こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

富
山
地
区
の
岩
井
民
宿
組
合
（
井
野

宏
一
組
合
長
）
で
、
台
湾
の
子
ど
も
た

ち
を
岩
井
民
宿
街
に
宿
泊
さ
せ
、
日
本

の
自
然
や
文
化
を
体
験
し
な
が
ら
、
岩

井
・
平
群
両
小
学
校
の
児
童
と
交
流
を

深
め
る
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
国
土
交
通
省
の
外
国
人
旅
行

者
訪
日
促
進
企
画
「
よ
う
こ
そ
ジ
ャ
パ

ン
」
の
一
環
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

第
１
陣
は
、
７
月
２
日
か
ら
11
日
ま

で
岩
井
小
学
校
児
童
と
、
第
２
陣
は
、

７
月
９
日
か
ら
16
日
ま
で
平
群
小
学
校

児
童
と
、
お
互
い
に
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や

長
縄
跳
び
な
ど
を
し
な
が
ら
交
流
を
深

め
あ
い
ま
し
た
。

旧
三
芳
村
で
姉
妹
都
市
提
携
を
し
た
米

国
フ
ァ
ー
ン
デ
イ
ル
市
か
ら
高
校
生
９
人

と
高
校
教
師
の
エ
バ
ン
・
リ
ッ
チ
ー
先
生

が
来
日
し
、
７
月
２
日
か
ら
10
日
ま
で
本

市
に
滞
在
し
ま
し
た
。

一
行
は
、
７
月
４
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、

市
長
の
あ
い
さ
つ
に
対
し
、
リ
ッ
チ
ー
先

生
は
英
語
で
、「
初
め
て
南
房
総
市
を
訪
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
長
く
付
き
合
っ
て

い
き
た
い
で
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

来
訪
者
全
員
に
市
長
か
ら
「
特
別
市
民

証
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

滞
在
期
間
中
は
、
三
芳
国
際
交
流
協
会

（
羽
山
信
一
会
長
）
の
協
力
に
よ
り
、
う

ち
わ
作
り
や
甲
冑
か
っ
ち
ゅ
う試
着
、
安
房
八
幡
太
鼓
、

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
の
体
験
や
、
三

芳
小
学
校
・
三
芳
中
学
校
の
授
業
に
参
加

し
、
児
童
・
生
徒
と
の
交
流
を
行
い
ま
し

た
。

帰
国
２
日
前
の
７
月
８
日
に
開
催
さ
れ

た
「
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
は
、
三

芳
音
頭
や
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
み
ん
な

で
一
緒
に
踊
っ
た
り
、
滞
在
中
に
撮
影
さ

れ
た
写
真
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
フ
ァ
ー
ン
デ
イ
ル
市
高
校
生

に
、
今
回
の
訪
日
に
つ
い
て
の
感
想
を
聞

く
と
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
な
り
の
言
葉

で
、
日
本
文
化
を
体
験
で
き
た
こ
と
の
感

動
や
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
対
す
る
感

謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

お
互
い
に
言
葉
も
通
じ
な
い
子
ど
も

た
ち
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
時
間
が
経

つ
に
つ
れ
て
徐
々
に
う
ち
解
け
、
お
別

れ
の
時
に
は
台
湾
の
子
ど
も
た
ち
が
カ

メ
ラ
を
向
け
る
と
富
山
地
区
の
小
学
生

が
自
然
と
ポ
ー
ズ
を
と
る
ま
で
に
な

り
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

台
湾
の
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
他
に

も
柔
道
や
剣
道
、
踊
り
や
茶
道
な
ど
日

本
の
文
化
を
体
験
し
、
た
く
さ
ん
の
思

い
出
を
胸
に
、
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

交流会の様子

ファーンデイル市の一行

書をたしなみました！浴衣を着てみました！

交流会の様子

ファーンデイル市高校生来訪ファーンデイル市高校生来訪 ファーンデイル市高校生来訪 

台
湾
の
子
ど
も
た
ち
「
よ
う
こ
そ
ジ
ャ
パ
ン
」

台
湾
の
子
ど
も
た
ち
「
よ
う
こ
そ
ジ
ャ
パ
ン
」 

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　 

ｉ
ｎ
　
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｏ

ｉ
ｎ
　
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｏ 
台
湾
の
子
ど
も
た
ち
「
よ
う
こ
そ
ジ
ャ
パ
ン
」 

　
　
　
　
　
　
　 

ｉ
ｎ
　
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｏ 

台
湾
の
子
ど
も
た
ち
「
よ
う
こ
そ
ジ
ャ
パ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　 

ｉ
ｎ
　
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｏ

台
湾
の
子
ど
も
た
ち
「
よ
う
こ
そ
ジ
ャ
パ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　 

ｉ
ｎ
　
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
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こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

７
月
11
日(

火)

三
芳
地
区
で
漬
物
類

な
ど
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
寿
食
品

株
式
会
社
　
安
田
修
康
代
表
取
締
役
か

ら
「
高
齢
者
福
祉
に
役
立
て
て
欲
し
い
」

と
現
金
20
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

寿
食
品
で
は
、
新
市
誕
生
を
記
念
し

て
５
月
に
展
示
即
売
会
を
実
施
し
、
４

日
間
を
１
日
社
長
と
し
て
務
め
た
４
人

の
従
業
員
の
希
望
に
よ
り
、
売
り
上
げ

の
一
部
10
万
円
と
安
田
修
康
代
表
取
締

役
か
ら
10
万
円
を
加
え
、
石
井
市
長
へ

手
渡
し
ま
し
た
。

７
月
18
日
（
火
）
富
山
地
区
の
渡
辺

正
司
さ
ん
が
奥
さ
ん
と
訪
れ
、
ル
ノ
ア

ー
ル
の
複
製
画
「
じ
ょ
う
ろ
を
持
つ
少

女
」
を
「
市
内
の
公
共
施
設
に
飾
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
よ
り
潤
い
が
増
や
せ

れ
ば
」
と
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

石
井
市
長
は
、「
施
設
環
境
の
向
上

と
、
利
用
者
の
情
操
の
育
成
に
役
立
つ

よ
う
展
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
絵
は
、
富
山
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
ま
し
た
。

寄付を手渡す安田代表取締役と受けとる石井市長

石井市長へ絵を手渡す渡辺夫妻

県
内
最
大
の
夜
祭
り
と
し
て
知
ら

れ
、
今
年
で
第
42
回
を
数
え
る
伝
統
あ

る
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
南
房
総
白
浜

海
女
ま
つ
り
」
が
７
月
20
日
、
21
日
の

両
日
、
白
浜
野
島
埼
灯
台
ロ
ー
タ
リ
ー

広
場
を
会
場
に
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。今

回
は
水
産
型
体
験
の
特
別
イ

ベ
ン
ト
を
と
り
入
れ
、
白
浜
特
産

の
新
鮮
サ
ザ
エ
を
市
価
の
半
値
で

提
供
し
、
そ
の
場
で
つ
ぼ
焼
き
に

し
た
サ
ザ
エ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

や
、
日
体
大
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
に

よ
る
水
難
救
助
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
、
白
浜
音
頭
、
房
州
民

謡
・
房
州
千
倉
や
っ
ち
き
節
・
フ

ラ
ダ
ン
ス
な
ど
、
今
流
行
の
郷
土

芸
能
シ
ョ
ー
な
ど
、
に
ぎ
や
か
な

催
し
が
次
々
と
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

中
で
も
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
海

女
の
大
夜
泳
を
見
に
県
内
外
か
ら
２
日

間
で
延
べ
２
万
人
も
の
観
客
が
訪
れ
ま

し
た
。
今
年
の
大
夜
泳
は
特
別
に
、
海

女
さ
ん
と
一
緒
に
白
浜
の
女
子
中
学
生

２
人
が
泳
ぎ
、
弾
け
る
花
火
と
と
も
に

見
事
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
描
い
て

い
ま
し
た
。

高
齢
者
福
祉
に
寄
付

ル
ノ
ア
ー
ル
複
製
画
を
寄
付

郷土芸能

祭ばやしの披露

白浜音頭

第第第第44442222回回回回
南南南南房房房房総総総総白白白白浜浜浜浜海海海海女女女女ままままつつつつりりりり開開開開催催催催！！！！
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募
集
・
案
内
・
お
知
ら
せ

合
併
に
伴
い
、
水
道
の
開
栓
お
よ
び
閉

栓
手
数
料
を
左
表
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

三
芳
水
道
企
業
団
に
加
入
さ
れ
て
い
る

人
は
、
開
栓
手
数
料
が
２
０
０
０
円
（
閉

栓
手
数
料
は
な
し
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
ゴ
ル
フ
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
理
論
と
基
本
技
術

の
習
得
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
人
は
左
記
申
込

先
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

場
　
所

館
山
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

定
　
員

72
人
（
18
人
×
４
ク
ラ
ス
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

費
　
用

１
万
５
０
０
０
円
（
入
場
料
・

ボ
ー
ル
代
・
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

講
　
師

ゴ
ル
フ
教
育
研
究
会
　
治
武
　
隆

申
込
先

館
山
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

℡
　
23
―
８
２
１
０

※
全
６
講
座
開
催
・
１
講
座
90
分(

講
義
30

分
／
実
技
60
分)

い
ず
れ
か
都
合
の
良
い

時
間
帯
へ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

名
　
称

「
長
野
県
大
雨
災
害
義
援
金
」

期
　
間

８
月
18
日
（
金
）
ま
で

口
座
番
号

０
０
５
３
０
―
８
―
１
０
６
８

加
入
者
名

日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部

※
通
信
欄
に
は
「
長
野
県
大
雨
災
害
義
援

金
災
害
」
と
明
記

名
　
称

「
宮
崎
県
７
／
22
集
中
豪
雨
被
害
義
援
金
」

期
　
間

８
月
25
日
（
金
）
ま
で

口
座
番
号

０
１
７
０
０
―
０
―
２
５
０
３
７

加
入
者
名

日
本
赤
十
字
社
宮
崎
県
支
部

※
通
信
欄
に
は
「
宮
崎
県
７
／
22
集
中
豪

1 
 
2 
 
3 
 
4 
 
5 
 
6

講座 月日 
9月  2日 
9月  3日 
9月  9日 
9月10日 
9月16日 
9月17日 
9月23日 
9月24日 
9月30日 
10月  1日 
10月  7日 
10月  8日 

 
 
 
 
11：00～12：30 
 
14：00～15：30

曜日 
土 
日 
土 
日 
土 
日 
土 
日 
土 
日 
土 
日 

時　　　間 内　　容 

パッティング 
 
チッピング 
 
プリ・スイング 
 
イン・スイング 
 
スイング形成ドリル 
 
コントロールスイング 

ゴ
ル
フ
公
開
講
座
生
徒
募
集

義
援
金
を
受
付
け
て
い
ま
す

雨
被
害
義
援
金
」
と
明
記
　
　
　
　
　
　

名
　
称

「
鹿
児
島
県
北
部
豪
雨
災
害
義
援
金
」

期
　
間

８
月
25
日
（
金
）
ま
で

口
座
番
号

０
０
１
１
０
―
４
―
１
６
７
２
０
０

加
入
者
名

日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部

※
通
信
欄
に
は
「
鹿
県
災
害
」
と
明
記

漓
郵
便
振
替
　
送
金
手
数
料
無
料

滷
受
領
書
を
希
望
す
る
場
合
は
、「
受
領

書
希
望
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

澆
品
物
に
つ
い
て
の
受
付
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部

℡
　
０
４
３
―
２
４
１
―
７
５
３
１

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
津
波
の
被
害
を
受

け
た
ス
リ
ラ
ン
カ
の
小
学
生
に
、
家
庭
で

眠
っ
て
い
る
「
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
」
を
贈
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
ご
家

庭
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日
　
時

８
月
27
日
（
日
）

開
場
　
午
後
１
時
30
分

開
演
　
午
後
２
時

場
　
所

南
総
文
化
ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
）

入
場
無
料

問
い
合
わ
せ

鴨
川
少
年
少
女
合
唱
団
事
務
局
　
高
橋

℡
　
04
―
７
０
９
３
―
０
０
４
１

県
で
は
、
漁
村
女
性
と
消
費
者
が
魚
を

使
っ
た
料
理
講
習
会
な
ど
に
よ
り
直
接
交

流
し
、
地
元
の
お
い
し
い
食
材
に
つ
い
て

相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

10
月
26
日
（
木
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

場
　
所

房
州
ち
く
ら
漁
協
　

漁
村
セ
ン
タ
ー
（
調
理
室
・
会
議
室
）

内
　
容

ア
ジ
や
ヒ
ジ
キ
を
使
っ
た

料
理
講
習
会
な
ど

募
集
人
員20

人
（
市
内
お
よ
び
館
山
市
在
住
）

応
募
方
法は

が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
お
よ
び
「
交
流
会
参
加
希

望
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限９

月
30
日
（
土
）
当
日
消
印
有
効

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

応
募
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

千
葉
県
館
山
水
産
事
務
所
　
改
良
普
及
課

〒
２
９
４
―
０
０
４
５

館
山
市
北
条
４
０
２
―
１

TEL

22
―
５
７
６
１

FAX

23
―
６
６
４
１

漁
村
女
性
と
消
費
者
と
の
交
流
会
　

参
加
者
募
集

水
道
の
開
栓
手
数
料

地区名 

富山町 

白浜町 

－　　 

15,000円 

3,000円 

3,000円 

2,000円 
（閉栓手数料なし） 

千倉・丸山・和田町 
（朝夷水道企業団） 

  南房総市 
（富浦・三芳除く） 

  富浦・三芳 
（三芳水道企業団） 

手数料 

改
正
前 

改
正
後 

参
考 

２
０
０
６
コ
ン
サ
ー
ト
＆

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト



2006年 8 月号 9

募
集
・
案
内
・
お
知
ら
せ

受
付
期
限

９
月
５
日(

火)

ま
で

提
出
先

市
内
各
漁
業
協
同
組
合
ま
た
は

市
選
挙
管
理
委
員
会

必
要
な
も
の

印
鑑

該
当
者

９
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所
ま
た
は

事
業
場
を
有
し
、
昭
和
61
年
12
月
６
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者

①
一
年
間
に
90
日
以
上
漁
船
を
使
用
す

る
漁
業
を
営
み
、
ま
た
は
漁
業
者
の
た

め
に
漁
船
を
使
用
し
て
行
う
水
産
動
植

物
の
採
補
も
し
く
は
養
殖
に
従
事
す
る

者
（
法
人
を
含
む
）。

②
一
年
間
に
90
日
以
上
の
り
ひ
び
建
養

殖
業
、
採
そ
う
漁
業
、
採
貝
漁
業
も
し

く
は
釣
漁
業
を
営
み
、
ま
た
は
こ
れ
ら

の
漁
業
者
の
た
め
に
の
り
ひ
び
建
養

殖
、
採
そ
う
、
採
貝
も
し
く
は
釣
に
従

事
す
る
者
（
法
人
を
含
む
）。

な
お
、
そ
の
漁
業
が
漁
船
を
使
用
し

な
い
場
合
に
も
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙

権
を
有
し
ま
す
。

③
現
在
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

ま
た
は
漁
業
協
同
組
合
の
役
員
で
あ
っ

て
、
委
員
ま
た
は
役
員
に
就
任
の
た
め

①
②
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
者

※

偽
り
の
申
請
は
、
漁
業
法
に
触
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
正
し
く
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
の
名
簿
の
縦
覧
は
、
10
月
20
日

（
金
）
か
ら
11
月
３
日
（
金
）
ま
で
選

挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し
た
場
所
で
行

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
選
挙
管
理
委
員
会

℡
　
33
―
１
１
３
１

既
に
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
よ
り
報
道
さ
れ

て
い
る
と
お
り
、
パ
ロ
マ
の
屋
内
設
置
型

湯
沸
器
の
一
部
に
お
い
て
、
不
正
改
造
や

安
全
装
置
が
正
常
に
作
動
せ
ず
事
故
に
い

た
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

パ
ロ
マ
屋
内
設
置
型
湯
沸
器
を
使
用
し

て
い
る
人
は
、
今
一
度
、
お
手
持
ち
の
機

械
の
機
器
型
式
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

該
当
の
製
品
を
お
持
ち
の
人
は
、
点
検

お
よ
び
修
理
、
ま
た
は
無
料
に
て
新
型
製

品
と
交
換
し
ま
す
の
で
、
パ
ロ
マ
相
談
窓

口
に
至
急
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
点
検
が

完
了
す
る
ま
で
使
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ

い
。

該
当
製
品

Ｐ
Ｈ
―
81
Ｆ

Ｐ
Ｈ
―
82
Ｆ
　
Ｐ
Ｈ
―
101
Ｆ

Ｐ
Ｈ
―
102
Ｆ
　
Ｐ
Ｈ
―
131
Ｆ
　

Ｐ
Ｈ
―
132
Ｆ
　
Ｐ
Ｈ
―
161
Ｆ

パ
ロ
マ
専
用
相
談
窓
口
（
24
時
間
受
付
）

℡
　
０
１
２
０
―
３
１
４
―
５
５
２

パ
ロ
マ
で
は
、
該
当
製
品
を
お
持
ち
の

人
に
対
し
、「
点
検
・
修
理
ま
た
は
新
型

製
品
へ
の
無
料
交
換
」
を
行
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
便
乗
し
た
悪

質
訪
問
販
売
や
点
検
を
す
る
も
の
が
出
没

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

―
―
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
―
―

▼
社
員
証
な
ど
を
必
ず
確
認

パ
ロ
マ
の
従
業
員
や
ガ
ス
事
業
者
か
ら

派
遣
さ
れ
て
点
検
な
ど
を
行
う
作
業
者

は
、
社
員
証
や
資
格
証
を
携
帯
し
て
み
な

さ
ん
の
お
宅
に
う
か
が
い
ま
す
。

瞬
間
湯
沸
器
の
点
検
な
ど
を
す
る
訪
問

者
が
い
た
場
合
に
は
、
必
ず
社
員
証
ま
た

は
資
格
証
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
こ
ん
な
事
業
者
は
注
意
が
必
要

・
有
料
で
点
検
、
交
換
な
ど
を
す
る
と
い

う
事
業
者

パ
ロ
マ
の
該
当
製
品
を
お
持
ち
の
人
に

は
無
料
で
点
検
、交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

・
契
約
を
急
が
せ
る
事
業
者

「
湯
沸
し
器
の
値
段
は
、
妥
当
で
す
か
？
」

「
事
業
者
の
説
明
は
正
し
い
で
す
か
？
」
契

約
に
は
、
冷
静
な
判
断
が
必
要
で
す
。

署
名
・
押
印
す
る
書
類
の
説
明
を
き
ち

ん
と
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
も
し
も
、
契
約
し
て
し
ま
っ
た
ら
？

訪
問
販
売
で
契
約
し
た
ガ
ス
湯
沸
し
器

は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
商
品
で
す
。

契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
８

日
以
内
で
あ
れ
ば
、
無
条
件
に
契
約
の
解

除
が
可
能
で
す
。そ
れ
以
外
の
場
合
で
も
、

契
約
時
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
解
約
が

可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

千
葉
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

℡

０
４
７
―
４
３
４
―
０
９
９
９

商
工
観
光
課
　
℡
　
33
―
１
０
９
１

千
葉
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

パ
ロ
マ
屋
内
設
置
型
湯
沸
器

を
お
使
い
の
皆
さ
ん
へ

パ
ロ
マ
の
措
置
に
便
乗
し
た

悪
質
な
事
業
者
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
！
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知
ら
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千倉公民館の絵画・陶芸クラブの
作品を出展します　

お誘いあわせてお越しください。
開催期間 8月19日（土）から9月13日（水）まで

(休館日(月曜日)・8／21・28・9／
4・11を除く) 午前9時から午後5
時まで

開催場所 南総文化ホール　ギャラリー
出 展 者 千倉絵画同好会会員　15人

海山窯　陶芸倶楽部会員　17人
問い合わせ 千倉公民館　TEL 44－3121

市民海外研修希望者を募集します！
研修内容 参加希望者自ら研修先・研修内容を計画してく

ださい。ただし、11月１日以降出発、平成19年
3月31日以前帰国の計画としてください。

募集人数（一般の個人またはグループ）
個　　人　5人……………補助額20万円
グループ　2グループ……補助額60万円
（3人以上）

応募資格 ・市内居住者または、その者と生計を一にする人
・地域活動に関心を持ち、帰国後もその成果
を積極的に生かせる人
・過去に公共機関の助成を受けて渡航したこ
とのない人

募集期間 9月15日（金）までに申請書類をそろえ、企
画政策課に提出してください。

選　　考 申請書に基づき、計画・論文・面接審査を行
い、研修者を決定します。

応募書類 企画政策課に用意してあります。
申込および問い合わせ 企画政策課　TEL 33―1008

～「市長賞・議長賞の創設」～
南房総市長賞と南房総市議会議長賞が創設され

ました。両賞とも文化・芸能・スポーツなどを通
して旧町村の枠を越えて市民の一体感の醸成を目
的とする大会やイベントなどを主催する市内各種
団体などへ交付されます。
交付の条件は、当該大会やイベントなどが

（１）市内全域を対象とすること（旧町村単位で
の大会は該当しません）。

（２）多くの市民が参加できるオープン参加型で
あること（既存のメンバーだけを対象とす
る大会は該当しません）。

（３）営利を目的としないこと（参加費が高額な
ものは該当しません）。

（４）主催団体の異なる同一内容の大会などについ
ては、共同開催をお願いする場合もあります。

申込方法
①　該当する団体かどうかあらかじめお問い合わ
せください。

②　所定の申請書で申請してください。申請書は
下記申込先から入手してください。

申込先および問い合わせ
市長賞は、秘書広報課　TEL 33－1002
議長賞は、議会事務局　TEL 33－1111

旧三芳村の村おこしの一環として平成4年に組織された創作和太鼓グループ「安房八幡太鼓」
現在は農業者、会社員、看護師など民間人の男女15人のメンバーで地元の福祉施設、県内外の
各種イベントそして海外公演と精力的に活動を展開しています。
代表の大久保さんは、結成当初からのメンバーでメロン農家としての生業を持つかたわら週2
回の練習と年間十数回の演奏会をこなしています。
「安房八幡太鼓を南房総市の伝統芸能に育て上げるのが夢。7町村が合併して「三芳村の安房
八幡太鼓」から「南房総市の安房八幡太鼓」になった。今後は南房総市のＰＲにも役立ちたい。

手始めに、市内に居住、就労している人からメンバーを募集して、旧7町村の仲間と一緒になって演奏をしたい」と大久保さ
んは熱く語ってくれました。あなたも勇壮な和太鼓に、チャレンジしてみませんか。

募集人数 20人
対 象 者 市内に居住または就労している男女

（高校生から40歳位まで）
練習場所 三芳公民館　
時　　間 毎週（木・金）午後8時から午後10時まで

※状況によっては、練習日の変更もあります。
募集締切 8月20日（日）
申 込 先 安房八幡太鼓代表大久保康廣

TEL・FAX：36－2926 携帯：090－8772－0753

安
房
八
幡
太
鼓
の
演
技

「安房八幡太鼓　代表大久保康廣さん」－夢は南房総市の伝統芸能に!! －地域づくり
リーダー紹介①



市では、在宅で生活している、何らかの援助を必要とする高齢者や、その家族に対して、在宅介護に関する
相談に応じたり、必要な保健福祉サービスが受けられるよう関係機関との連絡調整を行う公的な相談機関とし
て、各地区の福祉施設（下記の8カ所）に在宅介護支援センターの事業を委託しています。

在宅介護支援センターはどんなことをしているの？
・高齢者の実態把握調査を実施。
（あらかじめ訪問の連絡をした上で、心身の状況や日常生活の状況・近所の人との交流状況などをお聞きします）

・市の保健福祉サービス・介護保険サービスの内容や利用方法に関する情報の提供と、場合に応じて申請の代行をします。
・援助を必要とする高齢者の家族や、相談協力員（※）からの相談・連絡により、訪問などで指導・助言をし
ます。また、在宅介護について電話や面接による相談も受け付けます。
（※相談協力員：市では各地区の民生委員に相談協力員を委嘱しています）

在宅介護支援センターを利用できる人は？
・身体が虚弱であったり、ねたきりや認知症のために、日常生活に支障のある65歳以上の人。また、そのおそれのある高齢者。
・援助が必要な高齢者とそのおそれのある高齢者を抱える家族や親族。
相談の費用は？
・在宅介護支援センターは、現在市が事業を委託している公的な相談機関ですので費用は無料です。
在宅介護支援センター一覧（お近くの在宅介護支援センターにお気軽にご相談ください）

日　　時 9月3日(日) 受付　午後1時から
競技開始 午後2時から午後5時予定
会　　場 南房総市白浜フローラルホール(大ホール)
参加資格 中学生の部　一般の部…高校生以上　

一般女子の部…中学生以上
※中学生・高校生は保護者の同意が必要

参加募集 中学生右腕の部･左腕の部／一般右腕の

部･左腕の部／一般女子右腕の部･左腕の部
※体重は、いずれも無差別級です。両腕
エントリーも可能です

ル ー ル・半袖シャツ･運動靴着用
・トーナメント方式による１回勝負
【あらかじめ、厳正に抽選をします】
・故意に手を放したり、ひじがマットから
離れたりし、反則行為と審判が判断した
場合は失格とします。

参 加 費 200円（保険料）
※両腕の場合でも200円　高校生以下無料

申込期限 8月18日（金）まで
申込および 申込書は各公民館の窓口に置いてあります。
問い合わせ　白浜公民館に申込みください。

（郵送、FAX可）
〒295－0102
南房総市白浜町白浜2951
TEL 30－5140 FAX 30－5141

※各部門とも10人に満たない場合は、実施しません。
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地区 

富山 

富浦 

三芳 

千倉 

千倉 

白浜
 

丸山 

和田 

在宅介護支援センター名 住　　　　　　所 電話番号 

在宅介護支援センター 　伏姫の郷 

在宅介護支援センター 　アイリスの里 

三芳在宅介護支援センター（三芳ケアステーション） 

千倉町在宅介護支援センター 　千倉苑 

千倉町在宅介護支援センター （晴耕苑） 

おもいやりの郷　在宅介護支援センター 

在宅介護支援センター　リブ丸山 

花の里　在宅介護支援センター 

南房総市平久里下1129－2 

南房総市富浦町深名1170－1 

南房総市谷向165－1 

南房総市千倉町瀬戸2712－24 

南房総市千倉町忽戸692－1 

南房総市白浜町滝口7216－8 

南房総市川谷302－5 

南房総市和田町松田808 

58－2011 

20－4060 

36－4520 

40－1811 

40－1231 

30－5360
 

46－4766 

47－5194 

問い合わせ：高齢者福祉課　TEL 36－1154

“在宅介護支援センター”を紹介します

第5回  白浜腕相撲大会 

市内No.1は誰だ!?
 

募
集
・
案
内
・
お
知
ら
せ



食中毒の発生しやすい季節となりました。一般には飲食店や学
校・病院での食事、仕出し弁当などが原因で起こるものと思われが
ちですが、実際にはかなり多くの食中毒が、一般家庭で起こってい

ます。ときには命にも関わる食中毒は、何よりも家庭での予防が大切です。正しい知識を身につけ、食中毒を予防
しましょう。

健
康
だ
よ
り

食中毒を予防する3つの原則
①菌をつけない
・洗う（食品や手、調理器具はしっかり洗う）
・包む（食品は包んで保存する）
②菌を増やさない
・温度管理（室温に放置せず冷蔵庫に保存する）
・早く食べる（作った料理は早めに食べる）
③菌を消滅させる
・加熱（食品内部まで十分に加熱する）
・調理器具（定期的に消毒する）

現在、市で行っている乳幼児医療費助成事業が9月1日から下記のとおり改正されます。
【改正のポイント】
◎助成内容の変更
3歳から小学校就学前のお子さんについても、通院1回・入院１日から該当になります。

※平成18年9月1日からの「乳幼児医療費助成受給券」は郵送いたします。
問い合わせ 子育て支援課　TEL 36－1153
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問い合わせ　健康増進課　問い合わせ　健康増進課　TEL36TEL36－11521152問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

食中毒予防のポイント

食中毒を予防するためには、食中毒菌・ウイルスの性質
を知っておく必要もあります。
☆暖かく、水分と栄養分のある環境であると活発に増殖する。
☆冷凍では死なない。
☆ほとんどの菌・ウイルスは、加熱に弱い。
☆増殖するときに毒を出すものがあり、その毒は加熱して
も消えない。
☆食品が菌に汚染されても味やにおいに変化はない。

食中毒を予防するのに一番簡単で大切な手洗い!!
①水で手をぬらし、せっけんをつける。
②指、腕を丁寧にもみ洗いします。特に指の間・指
先をよく洗います。爪の間もブラシを使って洗い
ます。蛇口全体も洗います。
③せっけんをよく洗い流します。
④よく水洗いします。
⑤清潔なタオルやペーパータオ
ルで手をふきます。

調理を行う場合、次のような時に手を洗いましょう。
●調理を始める前
●生の肉や魚、卵など細菌の汚染源となるおそれのあ
るものを取り扱う前後

●調理の途中で、トイレに行ったり、鼻をかんだりし
た後やおむつを交換したり、動物に触れた後、髪や
顔など体を触った後

●食卓につく前
●残った食品を扱う前

食中毒菌の性質

助成対象 0～3歳未満 3歳～小学校就学前 
通　院・入　院 通　院・入　院 

3歳～小学校就学前 
継続して7日以上の入院 助成区分 

保 護 者 
負　  担 

助成対象 
助成区分 
保 護 者 
負　  担 

通院　1回　　入院　1日 
ともに200円 
（現物給付） 

入院　1日200円 
（現物給付)

通院　１回　　入院　7日未満 
　　  1カ月　1医療機関 
　　  1,000円の自己負担 

　（償還払い） 市町村民税非課税世帯は負担額無し 

0 歳 ～ 小 学 校 就 学 前  
通院・入院 

通院　1回・入院　1日・ともに200円（現物給付） 
 市町村民税非課税世帯は負担額無し 

改正前（平成18年4月～平成18年8月） 

改正後（平成18年9月から） 



公用車売ります！ 
 

申込申込および問いび問い合わせ　財政課管財係　合わせ　財政課管財係　TEL33TEL33－10221022
〒299299－24922492　 南房総市富浦町青木南房総市富浦町青木2828番地番地 

申込および問い合わせ　財政課管財係　TEL33－1022
〒299－2492　 南房総市富浦町青木28番地 公用車売ります！ 

○売却方法
入札による最高額入札者を落札者とします。ただし、最低入札額を定めているので、最低入札額以下の金額で入札された場合は無効としま
す。なお、最高額入札が2件以上あった場合には、抽選とします。
○参加条件など
・個人で参加する場合：市内居住者　　　　　　　　※名義変更などに要する経費および税などは落札者負担とします。
・法人で参加する場合：市内に事業所を有する法人　※参加者（または参加法人）に市税の滞納がないこと。
○入札方法
・総務部財政課管財係に用意してある入札申込書（市ホームページからダウンロードできます）で、8月25日（金）までに財政課管財係に
直接または郵送にて提出してください。郵送の場合は、当日消印有効です。
・入札申込書の封筒には、「入札申込書在中」と朱書きして封印のうえ、提出してください。
・入札申込書は、各支所地域総務課にも用意してあります。
○落札決定など
・8月30日（水）に開封し決定します。
・落札者（法人）には、配達記録郵便で通知します。
・落札者（法人）は、市税の納税証明書の提出が必要です。
・落札者（法人）と物品売買契約を取り交わします。
※購入代金の納付などは、上記契約書により行います。
・購入車両の引渡しは、落札金額などの納付手続きが完了した後になります。
※引渡し後、名義変更の写しを提出していただきます。
・購入車両の引渡し後の故障、瑕疵などについて、本市は一切の責任を負わないものとします。
○実車公開
期　間：8月24日（木）までの土・日を除く、午前9時から午後5時まで
場　所：各車両保管場所（市役所本庁舎および各支所）

町村合併に伴い、必要がなくなった公用車を売却します。入札参加希望者は、下記のとおり手続きをお願いします。

○売却車両
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◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇

南房総市

　　の民話

南房総市

　　の民話

～第４話～
生稲謹爾

「
宝
珠
院

ほ
う
し
ゅ
い
ん

の
歓
喜
天
」

№ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

車　名 

トヨタ 

トヨタ 

トヨタ 

トヨタ 

トヨタ 

トヨタ 

トヨタ 

トヨタ 

車　種 

セルシオ 

マジェスタ 

クラウン 

クラウン 

マジェスタ 

セルシオ 

クラウン 

クラウン 

形　式 原動機の形式 

1UZ 

2JZ 

2JZ 

2JZ 

2JZ 

1UZ 

1JZ 

2JZ

初年度登録年月 

H7.7 

H4.2 

H4.1 

H6.4 

H6.4 

H8.7 

H5.5 

H8.1

走行距離(㎞） 車検有効期間 

車検切れ 

H19.2.16 

H19.2.2 

H19.6.5 

H19.4.11 

H19.7.22 

H20.6.27 

H19.1.30 

程　　度 現在の保管場所 

E-UCF20 

E-JZS149 

E-JZS133 

E-JZS135 

E-JZS149 

E-UCF20 

E-JZS131 

E-JZS155

163,805 

90,120 

87,840 

170,742 

138,264 

121,897 

63,356  

125,836

ＥＴＣ付・リサイクル料金未 

電気系統修理要 

オーディオ使用不可 

 

純正ナビ 

ＥＴＣ付 

 

純正ナビ・ＥＴＣ付 

市役所本庁舎 

市役所本庁舎 

富山支所 

白浜支所 

千倉支所 

丸山支所 

丸山支所 

和田支所 

最低入札価格(円)

80,000  

20,000  

10,000  

20,000  

10,000  

250,000  

30,000  

60,000 

公用車売ります！ 
 

申込および問い合わせ　財政課管財係　TEL33－1022
〒299－2492　 南房総市富浦町青木28番地 

No.6 トヨタ　セルシオ（丸山支所）



岩井幼稚園は、山と海に囲まれた自然豊かな市の北に位置しています。「きらきら輝く岩
井の子」を教育目標に保育を進めています。6月には、園庭で「びわ狩り」を行いました。
おいしそうな「びわ」を見つけ、もぎ取る子どもたちの顔はとてもうれしそう。また、7

月には遠浅の海「岩井海岸」に行き、親子で砂あそびやスイ
カ割りをして楽しく過ごしました。
その季節の特徴を子どもたちに体験させながら、「元気で
明るい子、あいさつができる子、よく見・よく聞くことので
きる子、後始末がきちんとできる子、仲良く遊べる子」の指
導に努めています。
保育者は、一人ひとりの子どもの声に耳を傾け、ていねいに指導するようにしています。幼稚園は、

小学校の敷地内にあり、小学生と一緒
に遊んだり、小学校行事に参加させて
もらったりすることもあります。また、
毎週1回「ハローイングリッシュ」があ
り、小学校の先生に来ていただき、「歌
やゲーム」など耳から聞く英語教育が
実践され、大好評です。

14 2006年 8 月号

～　味わって・くつろいで・心の深呼吸　～　人と海が出会う国
ち　く　ら　潮　風　王　国

目の前に海が広がる開放感あふれる道の駅。
平成9年にオープンした「ちくら潮風王国」は新鮮な魚介類や干物などの海の幸、各種おみ
やげ、雑貨などを取り揃えています。
コーヒーショップやレストランもあるのでドライブの休憩ポイントにもぴったりです。くじ
らをデザインした南総千倉大橋公園、春には一面に広がる花畑の中でゆったり過ごせる白間津
の花のパーキングなど周辺施設も充実しています。
これからの季節、海鮮バーベキュー「なぐろ」で炭火焼バーベキューなどいかがでしょうか。

市では、新たな財源確保や地域経済の活性化を図るため、広報紙面に
掲載する有料広告を募集します。1年間を4半期に分け､3カ月間を1クー
ルとし､今回は、10月号から12月号に掲載する有料広告を募集します。
申込期限 8月31日（木）※多数の場合は、抽選とします。
申込方法 申込書に必要事項を記入し、直近１年分の納税証明書およ

び掲載する版下（完全なデザイン化された原稿）を提出く
ださい。
※版下作成は申込者にて作成願います（電子データ可）。

そ の 他 ・掲載料は、一括前納とします。
・掲載できない内容があります。詳しくは問い合わせください。
・募集要綱および申込書は、市ホームページをご覧ください。

申込および問い合わせ 秘書広報課　TEL 33－1002
〒299－2492 南房総市富浦町青木28

道の駅「ちくら潮風王国」

きらきら輝く岩井の子！
岩井幼稚園
（富山地区）

市内に15園ある幼稚園を毎月紹介します。

見て!!　おいしそうなびわでしょ？ 
 
りっぱなびわがりっぱなびわが 
たくさんなったよたくさんなったよ雖 
早く食べたいなぁ。早く食べたいなぁ。 
 
まっすぐ　まっすぐ　それっ!!　いけっっ!! 
 
ひろい砂浜で砂遊びをしたよ。 

 
りっぱなびわが 
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早く食べたいなぁ。 
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見て見て!!!!　おいしそうなびわでしょ？　おいしそうなびわでしょ？ 
 
りっぱなびわが 
たくさんなったよ雖 
早く食べたいなぁ。 
 
まっすぐ　まっすぐ　それっ!!　いけっっ!! 
 
ひろい砂浜で砂遊びをしたよ。 

見て!!　おいしそうなびわでしょ？ 

見て!!　おいしそうなびわでしょ？ 
 
りっぱなびわが 
たくさんなったよ雖 
早く食べたいなぁ。 
 
まっすぐ　まっすぐ　それっ!!　いけっっ!! 
 
ひろい砂浜で砂遊びをしたよ。ひろい砂浜で砂遊びをしたよ。 
 
ひろい砂浜で砂遊びをしたよ。 

規　　　格
縦45mm×横86mm(カラー)

掲載位置
最終面下部

枠数
４

海から山へ 山から海へ新しい風がふく 南房総

ホームページアドレスhttp://www.city.minamiboso.chiba.jp

広告サンプル（原寸大）

『有料広告』を募集します！ 『有料広告』を募集します！ 『有料広告』を募集します！ 
10月号から12月号掲載分「広報みなみぼうそう」 

（毎月第2木曜日発行　17,400部） 

見て!!　おいしそうなびわでしょ？ 
 
りっぱなびわが 
たくさんなったよ雖 
早く食べたいなぁ。 
 

それっまっすぐ　まっすぐ　それっ!!　いけっっ　いけっっ!! 
 
ひろい砂浜で砂遊びをしたよ。 

それっ!!　いけっっ!! 

１クール60,000円（20,000円／月） 市外90,000円（30,000円／月）


